
図　園児児童生徒数の推移・予測（昭和61年～平成35年）
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猪
名
川
町
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
京
阪
神
間

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
住
宅
地
開
発
が
進
み
、

昭
和
30
年
の
町
村
合
併
時
約
７
，
０
０
０
人
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あ
っ
た
人
口
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急
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ピ
ー
ク
時
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３
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，
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、
平
成
７
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小
学
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児
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２
，
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平
成
11
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度
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学
校
生

徒
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３
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、
平
成
18
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に
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稚
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児
数
３
５
３
人
と
、
そ
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ぞ
れ
の
ピ
ー
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え
ま
し
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し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢
の
低
迷
に
よ
り
住
宅

販
売
は
鈍
化
し
、
大
規
模
住
宅
地
開
発
も
相
次
い

で
中
止
と
な
り
、
さ
ら
に
、
全
国
的
な
少
子
化
の

進
展
も
あ
っ
て
、
猪
名
川
町
の
子
ど
も
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数
も
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
は
、
小
学

校
２
校
を
１
校
に
統
合
し
、
現
在
の
６
小
学
校
、

３
中
学
校
、
４
幼
稚
園
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っ
て
い
ま
す
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今
後
の
児
童
生
徒
推
計
で
は
、
平
成
35
年
度
に

は
小
学
校
１
，
３
９
１
人
、
中
学
校
９
０
３
人
と

推
測
さ
れ
、
平
成
29
年
度
と
の
比
較
で
、
小
学
校

が
約
32
％
の
減
、
中
学
校
が
約
15
％
の
減
と
な
る

見
込
み
で
す
。
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、将
来
、

減
少
は
更
に
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

猪
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川
町
立
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校
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適
正
規
模
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適
正
配
置
等

教
育
環
境
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針

　猪名川町では、近年、人口が減少傾向に転じ、全国
的な少子化もあり児童生徒園児数が減少してきていま
す。また、平成27年１月には、文部科学省から「公立
小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引
き～少子化に対応した活力のある学校づくりに向けて
～」が示されました。町教育委員会では、今後の学校
園のあり方について検討するため、平成28年６月に猪

名川町立学校園あり方検討委員会（以後、「検討委員
会」とします。）を設置して、諮問をし、平成29年11
月、検討委員会より町教育委員会へ答申が提出されま
した。答申を受け、町教育委員会では協議を重ね、パ
ブリックコメントを実施し、「猪名川町立学校園の適
正規模・適正配置等教育環境のあり方に関する基本方
針」を策定しました。
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と
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測

①
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校

　

小
規
模
な
小
学
校
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
一
部

の
学
級
で
複
式
学
級
（
※
１
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
な
小
学
校
に
お
い
て
、
６
年
後
に
は
児
童
数

の
半
減
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
中
学
校

　

３
学
校
の
規
模
の
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、

小
規
模
な
中
学
校
で
は
、
す
で
に
１
学
年
１
学
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
中
学
校
に
お
い
て
は
、

こ
の
２
～
３
年
で
生
徒
数
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
ち
、

減
少
傾
向
に
入
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
幼
稚
園

　

小
規
模
な
幼
稚
園
で
は
、
今
後
も
園
児
数
が
少
な

い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
つ

じ
が
丘
幼
稚
園
は
、
猪
名
川
幼
稚
園
の
分
園
と
し
て

開
園
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
園
区
の
幼
児
数
の
減
少

傾
向
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
33
年
３
月
、
分
園

措
置
を
終
了
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
各
学
校
園
で
は
、
現
在
も
規
模
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
つ
つ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
う
よ
う
最
大

限
の
努
力
を
し
て
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
な
る
幼
児
・
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
中
、
学
校
園
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
教

育
効
果
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よ
り
高
め
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
の
構
築
に
向
け
て
様
々
な
こ
と
を
検
討
し
、
以
下

の
と
お
り
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
そ
れ
に
基

づ
く
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

【　基本的な考え方　】
●適正化の視点
ア　教育環境の充実
　・�多様な価値観や考え方をもった子ども同士が触れ合う
ことができる環境

　・�学校行事や部活動等で多種多様な選択肢のある環境
　・�通学のときに子どもや保護者の負担や安全に十分配慮
された環境

イ　指導体制の充実
　◎小学校　学年に複数の教員を配置できる体制
　◎中学校　�国語、社会、数学、理科、英語に複数教員

を、音楽、美術、保健体育、技術・家庭にそ
れぞれ免許の所有教員を配置できる体制

●適正な学校規模
　クラス替えができたり、学習活動の特質に応じて学級を
越えた弾力的な集団を編成したり、同学年に複数教員を配
置できたりするために以下を基本とする。

◎小学校　�少人数指導などきめ細かな指導による効果を重
視し、１学年１学級以上を許容範囲とする

◎中学校　�免許外教科担任（※２）をできるだけ解消する
ために、１学年２学級以上を基本とする

●通学距離・通学時間
①�通学距離　国の基準「義務教育諸学校等の施設費の国庫
負担等に関する法律施行令第４条第１項２号」の規定と
同様、以下を基本とする。
　　◎小学校　おおむね４キロメートル以内
　　◎中学校　おおむね６キロメートル以内
②通学時間　交通手段に応じて、以下を基本とする。
　　◎徒歩通学　30分から１時間以内
　　◎バス通学　乗車時間１時間以内

【　基本方針　】
小学校
　①�現行の成果・課題を評価・検証し、３～５年を目途に
必要に応じて基本方針を改定する

　②�小規模特別認定校制（※３）の導入の可否について、
平成30年９月までに決定

　③�就学前教育から中学校までの一貫教育（※４）をさら
に強化

　④�平成30年度から３年以内に３校、５年以内に全校にお
いてコミュニティ・スクール（※５）を導入

中学校
　①�現行の成果・課題を評価・検証し、毎年度必要に応じ
て基本方針を改定する

　②�学校選択制（※３）の導入の可否について、平成30年
９月までに決定

　③�町立中学校と県立高等学校との中高連携教育につい
て、平成30年度から協議を進める

　④�平成30年度から３年以内に１校、５年以内に全校にお
いてコミュニティ・スクール（※５）を導入

※幼稚園に係る町としての基本方針は、町長部局との協議を経て明示することとなりますので、今回は基本方針を示していません。
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）
第
26
号
議
案

猪名川町立学校園あり方検討委員会とは？
　平成28年６月設立。学識経験者、PTA連合会、
各まちづくり協議会の代表、各学校園PTAの代
表、町職員により構成。６回の委員会で協議し、
１回の広聴会を実施しました。

パブリックコメントとは？
　公的機関が重要な政策等を定めよ
うとするときに、原案を公表し、意
見を募集する手続。広く意見を聴取
し、その結果を反映します。

写真上：検討委員会の様子
写真下：広聴会の様子

基本方針の点検・評価の方法について
　�　学識経験者を評価・検証委員として委嘱し、教育長及び教育委員ととも
に、以下の各項目等を通じて各学校の状況を客観的に評価・検証します。
　　・学校や地域訪問
　　・校長・教職員、PTA、地域住民等へヒアリング
　　・関係資料の閲覧

基本方針の全文は町HPに
掲載しています。

◆用語説明◆
※１　複式学級
　２学年合わせて一定の人数以下の場合に、その２学年を一
つの学級として編成することを「複式学級」といいます。

※２　免許外教科担任
　定数等の様々な理由により、教科の免許状を所有する教
員を教科担任として採用できない場合に、その他の教科の
免許状を所有する教員が県教育委員会の許可により担任を
することを「免許外教科担任」といいます。

※３　学校選択制
　市町村教育委員会は地域の実態に応じて通学区域を定
め、それに基づき、就学予定者が就学すべき小学校、中学
校を指定しています。
　就学校を指定する場合に、あらかじめ保護者の意見を聴
取し、その意見を踏まえて、教育委員会が就学校を指定す
る制度を「学校選択制」といいます。
学校選択制のうち、「小規模特別認定校制」は従来の通学
区域は残したままで、特定の学校について、通学区域に関
係なく、当該市町村内のどこからでも就学を認める制度で

す。これにより、小規模校の教育活動に特色を持たせ、特
別認定校とし、町内全域から通学を希望する児童・生徒を
受け入れることができます。

※４　小中一貫教育
　小中学校の教員が互いに情報交換や交流を通じて系統
性・連続性に配慮した教育活動に取り組み、小学校から中
学校への円滑な接続を目指す小中連携教育のうち、小中学
校の教員がお互いに目指す子ども像を共有し、義務教育９
年間の全体を通じた教育課程を編成して系統的な教育を目
指す教育のことを「小中一貫教育」といいます。

※５　コミュニティ・スクール
　学校と保護者や地域住民がともに知恵を出し合い、学校
運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子
ども達の豊かな成長を支え、特色のある学校づくりを進め
る仕組みのことを「コミュニティ・スクール」といいます
（学校運営協議会制度ともいいます）。学校運営等につい
て参画することで、地域の声を積極的に生かしていくこと
ができます。
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［大島小］ １月１７日 ・ 防災の大切さを学びました
　阪神淡路大震災や東日本大震災を忘れず、防災の大切さ
を学ぶために安全教育を行いました。避難訓練の後、校長
先生の話、黙祷、そして全校児童で「しあわせはこべるよ
うに」を合唱しました。また、炊き出しを全校児童で行い、
みんなで一緒に豚汁をいただきました。

［松尾台小］ バララット高校生との交流 
　　　　　 ～松小作品展のご紹介～
　バララットから高校生が交流に来てくれました。４年生
と一緒に給食や書道など、松尾台小学校での時間を楽しん
でいただきました。作品展も熱心に観てくれました。

［白金小］ 先人の知恵に学ぶ～ 80年前にタイムスリップ～
　３年生は、地域の老人会「白金プラチナ倶楽部」をお招
きして、昔のくらしについて教えていただきました。七輪
を使った調理、洗濯板を使っての洗濯。今も便利な風呂敷
の包み方、貴重な体験に子どもたちは目を輝かせていまし
た。

［猪名川小］ ＳＷＩＮＧ-ＢＹによる「スマホの授業」
　３学期のオープン参観で高学年児童を対象に、青少年健
全育成推進会議SWING－BYの高校生を講師に招き、「スマホ
の授業」を行いました。参観された保護者の方に「家でも
もう一度、スマホやタブレットの使い方を考えてみます。」
というご意見をいただきました。

［楊津小］ 今年もよい年になりますように！
　空高く舞い上がる書き初めをみんなで見上げました。と
んどが燃える中、もちつき大会を実施。美味しくいただき
ました。準備、お手伝いしていただいた地域･保護者の皆さ
ん、ありがとうございました。

［つつじが丘小］ 防災意識を高める、 つなぐ集会活動
　１月１７日オープン参観において、全校で阪神淡路大震
災追悼集会を行いました。まだ生まれていない時の震災の
様子について真剣に学び、被害に遭われた方々へ黙祷を捧
げました。

きらめき
学
校園通信

写真館
きらめき
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［猪名川中］ 上手に滑れるようになりました！！
　１月２３日～２５日、１年生が兵庫県ハチ高原でスキー
教室を行いました。一面の銀世界の中で、インストラクター
の方から、楽しくスキーのレッスンを受けました。

［猪名川幼］ うんとこしょ！ どっこいしょ！
　みんなでお世話をしてきた大根が収穫の時期を迎えまし
た。なかなか出てこない大根を友達と力を合わせて力一杯
抜きました。きなこと砂糖を絡めて美味しい『大根スイー
ツ』にして頂きました。

［六瀬幼］ 育てて作って食べて元気なむつっこ！
　１年間とおして、玉ねぎやじゃがいも、トマト等いろい
ろな野菜を地域の方等のお力をかりて育てています。収
穫した食材は子ども達のかわいい手で調理をし、シチュー
やお茶、ラザニア等に変身！食べるとみんなおいしい顔で
いっぱいです！

［つつじが丘幼］ こま回しに挑戦！
　差組の橋本さんにお越し頂き、こま回し教室をしました。
最初は上手く回せなかった子ども達も、紐の巻き方等を教
えて頂き、こま回し名人になりました。最後に、橋本さん
の凄いこまの技を見て、大興奮の子ども達でした。

［中谷中］ 地域と共に“マラソン大会” 開催！
　１２月２日にマラソン大会を実施しました。ＰＴＡやお
やじの会、ＯＢなど多くのボランティアの方に見守られな
がら、男子８㎞・女子６㎞という距離を走りきることがで
きました。

［六瀬中］ 認知症サポーター養成講座を実施
　２年生が「猪名川町キャラバンメイト」の皆さんから認
知症についての正しい知識や、サポーターの方に校内を徘
徊している認知症の役をしてもらい、実際に徘徊している
認知症の方への声掛けの仕方を学びました。

［松尾台幼］ かげふみあそび 冬でも元気いっぱい外遊び
　日差しの強い冬の朝、園庭にはっきりと現れた自分たち
の影。「先生の影、まてまて～！」逃げる先生の影を追いか
ける子ども達。影ふみ遊びが始まりました。「Ａちゃんの影、
見ーつけた┏」

（5）第89号　　猪名川町教育委員会報　教育の駅 いながわ　　平成30年４月１日



人権作文
　

今
年
は
、
リ
オ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
テ
レ

ビ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
、
し
ょ
う
害

の
あ
る
人
も
が
ん
ば
っ
て
い
て
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

国
語
の
勉
強
で
点
字
を
学
ん
だ
り
、
目
の

不
自
由
な
方
の
お
話
を
き
く
こ
と
が
あ
っ
た

り
し
て
、
今
年
は
、
し
ょ
う
害
を
持
っ
た
方

の
事
を
考
え
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
道
徳
の
授
業
で
、「
か
ぎ
り

な
く
や
さ
し
い
花
々
」
の
本
を
読
み
学
習
し

ま
し
た
。
花
の
絵
を
見
た
時
、

「
じ
ょ
う
ず
だ
な
ぁ
。」

と
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
か
ら
こ
の
本
の
作
者
星
野

富
弘
さ
ん
の
こ
と
を
聞
い
た
時
、
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
星
野
さ
ん
は
、
中
学
の
体

育
の
先
生
で
し
た
が
、
大
け
が
を
し
て
体
が

動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
口
で
絵

筆
を
く
わ
え
て
絵
を
か
き
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。
ぼ
く
も
、
口
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
を
く

わ
え
て
、
字
を
書
い
て
み
ま
し
た
が
、
思
っ

た
よ
り
む
ず
か
し
く
て
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

星
野
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
大
変

な
事
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
体
が
動
か
せ

な
く
な
っ
た
星
野
さ
ん
は
、
つ
ら
く
て
死
に

た
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
死
ぬ
事
も
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
星
野
さ
ん
は
、

絵
を
か
く
楽
し
さ
を
見
つ
け
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
生
き
る
あ
か
し
に
し
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
、
学
ぶ
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
人
々
を
笑
顔
に
す
る
事
や
、

あ
き
ら
め
な
い
強
い
気
持
ち
、
人
々
に
希
望

を
あ
た
え
る
事
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。
よ
く

考
え
る
と
、
し
ょ
う
害
が
あ
っ
て
も
、
な
く

て
も
同
じ
事
を
目
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
自
分
の
で
き
る
事
を
見
つ
け
て
ち
ょ

う
戦
し
、
楽
し
く
生
き
て
い
く
事
が
で
き
た

ら
す
ば
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、

人
々
に
希
望
を
あ
た
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々

木き
の

下し
た

　
瑛え

い

典す
け

さ
ん
（
猪
名
川
小
学
校
　
四
年
生
の
時
の
作
品
）

●教育長の再任
　第389回町議会定例会で、教育長に中西正治氏が再任されました。任期は平成33年3月31日までの３年間です。

教育長再任のご挨拶
　私たちは、これまで経験したことのない激しく変化する時代をすでに生きています。

未来を担う子どもたちをはじめ住民の皆様が、どのような社会にあっても、世界のどこ

にいても、それぞれの夢を描き、その実現に向けて挑戦し続けられるよう、私自身、三

年前の初心、時々の初心、そしてこのたびの初心を忘れず全力で本町の教育行政を進め

てまいります。皆様のご理解とより一層のご支援をよろしくお願い申し上げます。

入学（園）式 始業（園）式

小学校 ４月10日（火）　10：00～ ４月９日（月）

中学校 ４月11日（水）　10：00～ ４月９日（月）

幼稚園 ４月12日（木）　10：00～ ４月11日（水）

平成30年度　町立小・中学校、幼稚園　　入学（園）式・始業（園）式日程
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イナホールメイト（友の会）募集
　会員割引やチケット優先販売があるイナホールメイトを募集します。お得なイナホールメイトにぜひご

加入ください。

　年 会 費　1,500円（平成29年度に引き続いて入会の人は1,000円）
　会員期限　平成31年３月31日
　公演内容

日程 公演名 備　　　考
６月９日（土） ほたるの夕べコンサート 無料　ふるさと館芝生広場

６月～９月 テレビ出演多数の大人気女性タ
レントのトークショー

数々のテレビ番組に出演し、女優としても幅広く活躍される
タレントのトークショー。詳細は後日発表します。

８月４日（土） ミュージカル
「アルプスの少女ハイジ」 元モーニング娘小川真琴（おがわ まこと）出演

10月７日（日） いながわ音楽フェスタ 人気のワンコイン・コンサート
11月24日（土） J－POPコンサート ８月頃にアーティスト名をお知らせします

３月10日（日） よしもとお笑いバラエティ
ショー＆吉本新喜劇 すこやかカード提示で割引あり

　  ※�公演の日程・名称等は変更になる場合があります。イベント

の詳細は、時期・内容が確定次第お知らせいたします。

　特　　典	 入場料金の割引……�会員１名につき４枚まで、メイ
ト価格で販売

	 座席指定
	 　　の優先取得……�座席指定がある公演について、

一般販売開始２週間前から電話

で４枚まで購入予約可

	 公演案内送付………各種事業案内「イナホールガイド」を郵送

　申込・問合せ　文化体育館（☎766-7400）

猪名川町教育大綱を策定
　猪名川町では、平成27年４月に改定された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、猪名川
町及び猪名川町教育委員会が今まで以上に互いに連携して教育行政を推進するために、平成29年12月5日、総
合教育会議において協議し、町長が「猪名川町教育大綱」を策定しました。

基本理念

教育方針Ⅰ

教育方針Ⅱ

教育方針Ⅲ

未
あ

来
す

を描
えが

き　未
あ

来
す

を拓
ひら

く猪名川の教育
　ふるさと猪名川の自然、歴史、文化に誇りと愛着を持ち、地域や国、そして世界の平和
と発展に貢献する力をはぐくむ教育を推進します。

　生涯にわたって個性や資質能力を磨き、高い志を持って自分の夢の実現に向かって努力
し挑戦し続ける力をはぐくむ教育を推進します。

　思いやりと寛容の心、人間愛を持って多様な考えの人たちと共感・共生しあいながら、
自分の未来を切り拓く力をはぐくむ教育を推進します。

「アルプスの少女ハイジ」の一場面
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この広報誌は12,200部作成し一部あたりの単価は16.9円です。

【
幼
稚
園
向
け
】

『
ね
こ
の
た
く
は
い
び
ん
』

奥
野
涼
子
／
作
・
絵
（
講
談
社
）

　

に
ゃ
ん
た
一
家
が
、
友
だ
ち
の
ね
こ
き
ち
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
ろ
う
と
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
ね
こ
き
ち
さ
ん
の
家
ま
で
運
ん
で
く
れ

る
の
は
、
ね
こ
の
宅

配
便
。
荷
物
は
ど
の

よ
う
に
し
て
、
遠
く

の
ね
こ
き
ち
さ
ん
の

と
こ
ろ
ま
で
運
ば
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
営
業
所
か
ら
集
配
所
、
そ

し
て
夜
の
道
を
走
る
ト
ラ
ッ
ク
。
各
家
庭
に
運

ば
れ
る
宅
配
便
の
し
く
み
が
わ
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
て
お
り
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
一
緒
に
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

【
小
学
校
低
学
年
向
け
】

『
し
た
じ
き
く
ん
と
な
か
ま
た
ち
』

二
宮
由
紀
子
／
作
　
山
村
浩
二
／
絵

（
ア
リ
ス
館
）

　

あ
し
た
は
入
学
式
。
文
房
具
た
ち
は
ラ
ン

ド
セ
ル
に
入
れ
ら
れ
小
学
校
に
行
く
の
を
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
し
た
じ
き
く
ん
だ
け
は
元
気
が
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
に
自
信
の
な
い
し
た
じ
き
く

ん
は
、
学
校
へ
行
く
の
が
こ
わ
い
と
言
う
の

で
す
。
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
し
た
じ
き
く
ん

を
励
ま
す
な
か
ま

た
ち
。
入
学
や
新

学
期
、
新
し
い
環

境
に
ド
キ
ド
キ
し

て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
お
す
す
め
の
元
気
が
出
る
一
冊
で
す
。

【
小
学
校
中
学
年
向
け
】

『
動
物
た
ち
は
、
建
築
家
！

　
ど
ん
な
お
家
に
住
ん
で
る
の
？
』

ダ
ニ
エ
ル
・
ナ
サ
ル
／
作

フ
リ
オ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ブ
ラ
ス
コ
／
絵

古
草
秀
子
／
訳

（
河
出
書
房
新
社
）

　

昆
虫
や
動
物
た
ち
は
自
然
の
中
で
生
き
抜

く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
を
作
り
ま
す
。

巣
の
中
に
エ
サ
に
す
る
た
め
の
キ
ノ
コ
を
栽

培
す
る
畑
を
持
つ
ハ
キ
リ
ア
リ
、
人
間
の
家

の
屋
根
を
壊
し
て
し
ま
う
ほ
ど
頑
丈
で
重
い

巣
を
作
り
あ
げ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
毎
日
違
う

場
所
で
暮
ら
す

た
め
、
高
い
木

の
上
に
あ
っ
と

い
う
間
に
ベ
ッ

ド
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
な
ど
、

驚
き
の
生
態
と
ワ
ザ
を
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
他
に
シ
リ
ー
ズ
で
『
動

物
た
ち
は
、お
医
者
さ
ん
！
』『
動
物
た
ち
は
、

冒
険
家
！
』
も
あ
り
ま
す
。

【
小
学
校
高
学
年
向
け
】

『
青(

ハ
ル)

が
や
っ
て
き
た
』

ま
は
ら
三
桃
／
作
　
田
中
寛
崇
／
絵

（
偕
成
社
）

　
「
オ
レ
の
名
前
は
ス
ズ
キ
ハ
ル
な
の
で
あ

る
。
青
空
の
春
の
日
に
生
ま
れ
た
の
だ
。」
と

自
己
紹
介
を
し
た
と
思
っ
た
ら
、「
よ
ろ
し
く

ど
ー
ん
！
」
と
両
手
か
ら
青
い
テ
ー
プ
を
出
す

破
天
荒
な
転
校
生

の
青(

ハ
ル)

。
お
父

さ
ん
が
マ
ジ
シ
ャ

ン
で
、
サ
ー
カ
ス

団
と
と
も
に
転
校

を
繰
り
返
す
青
は
マ
ジ
ッ
ク
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
み
ん
な
の
心
を
開
か
せ
る
魔
法
の
よ
う

な
不
思
議
な
力
も
あ
る
み
た
い
…
。
鹿
児
島
、

福
岡
、
山
口
、
大
阪
、
千
葉
を
舞
台
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
で
出
会
う
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
青
の
交

流
を
描
い
た
連
作
短
編
集
。

【
中
学
生
向
け
】

『
一
〇
五
度
』

佐
藤
ま
ど
か
／
作
（
あ
す
な
ろ
書
房
）

　

中
学
三
年
生
の
真
の
将
来
の
夢
は
、
イ
ス
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
。
厳
格
な
父
は
そ

の
こ
と
を
快
く
思
っ
て
い
な
い
。
祖
父
と
の
同

居
の
た
め
都
内
の
中
高
一
貫
校
に
編
入
し
た
真

は
、
変
わ
り
者
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
周
り
に
ま

ど
わ
さ
れ
な
い
同

級
生
、
梨
々
と
運

命
的
な
出
会
い
を

す
る
。
梨
々
と
と

も
に
「
全
国
学
生

チ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」
に
出
場
す
る
こ
と

を
決
心
す
る
真
、
そ
の
勝
負
の
行
方
は
…
。
自

身
も
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
著
者
な
ら
で
は
の
作
品
で
、「
デ
ザ
イ
ン
」

を
職
業
に
す
る
楽
し
さ
、
そ
し
て
厳
し
さ
も
リ

ア
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

これらの本はすべて図書館にあります。お問い合わせは図書館（☎766–3238）へ。

図書館
だより

「全国学校給食週間　1月24日～30日」
　日本の学校給食は明治22年、山形県鶴岡市で昼食を持参できない子どもたちのために、
「おにぎりと焼き魚、漬け物」を用意したのが始まりです。その後全国に広がっていきま
したが、戦争の影響で中断されました。
　戦後は栄養が不足している子どもたちのために、米国からの救援物資で学校給食は再開
しました。昭和22年12月24日に東京都内の小学校で給食用物資の贈呈式が行われ、それ
から、この日を学校給食感謝の日と定めました。昭和25年から教育効果を促進する観点か
ら、冬休みと重ならない１月24日から30日までの一週間
を「全国学校給食週間」となりました。
　今では、学校給食への理解や関心を高めるため、全国
で様々な行事が行われています。
　猪名川町では今年度、全国各地の「郷土料理や特産品」
をテーマにした給食を子どもたちに届けました。

1月24日（水）

北海道・東北地方
ご飯・牛乳・きりたんぽ・鮭の
ちゃんちゃん焼き・りんごゼ
リー

1月25日（木）
兵庫県
ご飯・牛乳・ぼたん汁・はたは
たのごまあげ・たこの酢の物

1月26日（金）

沖縄県
黒パン・牛乳・もずく汁・アメ
リカンドック・フーチャンプ
ルー

1月29日（月）

四国地方
ご飯・いよかんジュース・しっ
ぽくうどん・揚げかつおのごま
味噌がらめ・白菜の柚子和え

1月30日（火）

和歌山県
ご飯・牛乳・高野豆腐の卵とじ・
くじらの竜田揚げ・大根の梅お
かか和え・みかん

１月25日の給食
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再生紙を使用し環境にやさしい
植物油インキで印刷しています。


